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1.環境経営方針

企業理念
 私達山津電機は光学器具用プラスチック類の射出成形品の製造を通し、
 地球環境を保全する重要性を認識し、環境負荷を削減する為、
 法規や条例に従い、社員ひとりひとり環境問題に対する意識を高め、
 継続的な環境活動、改善や見直しを行い、効率よく、無駄なく、
 お客様に満足いただく製品とサービスが提供できるよう取り組んで参ります

行動指針
（1）適用となる環境関連法規、条例等を遵守します
（2）内外の課題とチャンスを明確にしそれらを踏まえた活動を行います
（3）事業が環境に影響及ぼす内容を理解し環境負荷削減に努めます
（4）環境負荷削減について環境経営目標と活動計画を定め取り組みを行います
（5）取り組み内容の定期的見直しを行い、継続的な活動と改善を図ります
（6）環境負荷の削減を通しよりお客様に喜ばれる製品を提供します

2.組織の概要

1) 事業所名 株式会社山津電機
2) 代表者 代表取締役社⻑ 徳永敏彦
3) 所在地 新潟県十日町市高田町988-1
4) 環境管理責任者 取締役 品質保証グループ マネージャー 徳永正人

連絡先  TEL 025-752-2151 FAX 025-752-5413
E-Mail info@yamatu.co.jp

5) 法人設立年⽉日 1963年
6) 資本金 1,000万円
7) 認証登録の範囲 株式会社山津電機の全組織と全活動
8) 事業内容 光学器具用プラスチック類の射出成形品の製造
9) 事業の規模

単位
百万円

人
㎡

売上高 255.6 267.3 271.0
従業員数 29 26 25

活動規模 2020年度 2021年度 2022年度

延床面積 2196.51 2196.51 2196.51
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3.生産主要設備（2023年9月末現在）

・電動射出成形機（75t〜480t） 15台
・樹脂切削加工機 3台
・CNC三次元測定機 1台
・3D三次元測定機 1台
・3D CADシステム 1台
・輝度測定機 1台
・高精度3Dプリンター 1台
・汎用測定器 一式
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4.実施体制と役割権限

環境経営に関する統括責任
環境経営システムの実施に必要な資源の準備と提供
環境経営方針の策定・見直し
環境経営方針を全従業員に周知
環境経営目標・環境経営計画書の承認
評価と見直しの実施
経営における課題とチャンスの整理と明確化
環境経営レポートの承認
環境経営システムの構築、実施、管理
環境関連法規等のとりまとめと承認
環境活動の取組み結果を代表者に報告
環境負荷の自己チェックの実施
環境経営目標・環境経営計画書の作成
環境活動の実績集計
環境関連法規等とりまとめ表に基づく評価の実施
環境関連の外部コミュニケーションの窓口（苦情、対応結果の記録）
環境経営レポートの作成と公表（内部、外部）
問題点の是正、予防処置の実施
環境経営方針の周知
教育訓練の計画と実施及び、結果の記録
環境活動計画の実施及び、達成状況の報告
緊急事態対応の為の手順書作成、試行、訓練の実施とその記録作成
問題点の発見、是正報告、改善の提案
環境経営方針の理解と環境への取組みの重要性を自覚

活動改善の提案

環境責任者
（環境事務局）

グループ管理者

全従業員
法規や社内で決められた事や手順を守り、自主的、積極的に環境活動への参加

役割・責任・権限
代表者

代表者

環境責任者 / 環境事務局 成形Ｇ管理者

総務・経理Ｇ管理者

全従業員

品証Ｇ管理者
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5.環境経営目標
（各基準値及び、目標値は売上高を踏まえた数値）

2024年度 2025年度

4月〜9月 4月〜3月 4⽉〜9⽉ 4⽉〜3⽉ 4⽉〜3⽉ 4⽉〜3⽉

総二酸化炭素の排出量削減
kg-CO2/
百万円 1,930 1,866 1,917 1,853 1,843 1,833

 2025年度末までに1.5%削減する
年度別
削減率 - - 0.5% 0.5%
kwh/
百万円 3,460 3,288 3,442 3,271 3,254 3,237

 2025年度末までに1.5%削減
年度別
削減率 - - 0.5% 0.5%
ℓ/
百万円 1.176 1.207 1.170 1.200 1.194 1.188

 2025年度末までに1.5%削減
年度別
削減率 - - 0.5% 0.5%
t/
百万円 0.021 0.021 0.021 0.021 0.021 0.021

 2025年度末まで現状の維持 - - - -
m3/
百万円 0.570 0.555 0.565 0.552 0.550 0.548

 2025年度末までに1.2%削減
年度別
削減率 - - 0.4% 0.4%
t/
百万円 0.083 0.077 0.080 0.080 0.080 0.080

 2025年度末まで現状の維持 - - - -
1回/年
（半期） - - 1.0 1.0 1.0 1.0

※基準年度設定の根拠
コロナ過における稼働率や電力使用量を基準とした数値（目標）を設定する事は
稼働率が戻ってきている中で本来の活動意義及び、達成基準と掛け離れており
コロナ前の2019年度の稼働、使用実績を基準として設定をする

※化学物質（環境負荷物質）については使用量が少ない為、目標として管理を行わない
※年度設定となっているが、まずは2023年4〜9⽉の取組実績を以下で表記する

0.5%

電力使用量の削減

0.5%

灯油使用量の削減

0.5%

環境経営目標

単位

基準年度 目標値

2019年度 2023年度

環境に関する教育の実施

一般廃棄物の把握と廃棄量維持

-

上下水道使用量の削減

0.4%

原材料リサイクル率の維持

-
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6.環境経営活動計画（取組内容）

 ・こまめな電源スイッチ入り切りの実施

 ・接続配線の効率化と見直し

 ・照明器具のLED化、省力設備への切り替え

 ・国、電力会社主幹の電気使用量削減イベントへ参加

 ・大型空調のフィルター定期清掃

 ・灯油ストーブを省エネエアコンに切り替える

・産業廃棄物（ゴミ）の理解と識別、廃棄量の把握

・用紙使用量の削減に向け既存書類の電子化やグリーン調達を活用

・地下水と上水の使い分け

・適正在庫量

・生産計画作成時点での段取り替え回数の削減

・継続的な環境関連法規及び、環境教育の実施

C
O
2
排
出
量
の
削
減
項
目

電力使用量の削減

灯油使用量の削減

一般廃棄物の把握と廃棄量維持

上下水道使用量の削減

原材（樹脂）料リサイクル率の維持

環境に関する教育の実施
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7.環境活動実績と評価

単位
2023年度

目標値
2023年度

実績値
達成状況 達成率

kg-CO2/
百万円

1,917 1,367 〇 140.2%

kwh/
百万円

3,442 2,780 〇 123.8%

ℓ/
百万円

1.170 0.560 〇 208.9%

t/
百万円

0.021 0.020 〇 100.5%

m3/
百万円

0.565 0.491 〇 115.0%

t/
百万円

0.080 0.110 〇 132.0%

1回/年
（半期）

1 1 〇 100.0%

※実排出係数は東北電力0.491kg-CO2/kWh（令和5年度）で算出
※2023年度（4~9⽉）の二酸化炭素排出量は241,792kg-CO2

※2023年度（4~9⽉）の原単位目標の売上高は177百万円

電力使用量の削減

成形稼働台数と時間の減少、大型
空調を新しいものに切り替えた効
果もあり。使用量は減っているが
2019年度と比較して料金単価は4
割近く上昇。更に削減が必要

灯油使用量の削減

食堂で使用している石油ストーブ
を省エネエアコンに交換した結果
と思われる。元々使用量が多くな
いので、来年度以降、目標値の見
直し検討

一般廃棄物の把握と
廃棄量維持

⽉定額で引き取ってもらっている
為、種類と重量把握が困難。段
ボール、ペット、空き缶類はリサ
イクル用として別回収しているの
で、現状の維持に努める

環境経営目標値 結果の評価・考察

総二酸化炭素の排出
量削減

機械の稼働効率が大幅に改善して
いる。電気使用量が2割近く減っ
た中で使用する樹脂材は殆ど減っ
ていない結果と思われる。生産ア
イテムの変化も反映されている

上下水道使用量の削
減

稼働日数と従業員数が減少した結
果と思われる。地下水と上水の表
示を行い用途別に使い分けを徹底
すれば使用量削減の余地はあり

原材料リサイクル率
の維持

急激な上昇はリサイクルとして引
き取った樹脂の量が多い事である
為、歩留まりの悪化、廃棄部分が
多いという可能性がある為、目標
値の設定について検討が必要

環境に関する教育の
実施

RoHS指令について教育の実施
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8.環境関連法規への違反、訴訟の有無

対象/施設 評価

顧客指定物質調査報告
原料樹脂
建屋/設備

大型空調

地下水
（井⼾）

年 9 ⽉ 現在

【環境法令遵守/評価確認表】
法規・条例分野 遵守事項・基準 遵守チェック内容

騒音規制法 騒音の規制基準
成形機/
切削機

行政に届出済み

廃棄物処理法
産業廃棄物保管基準 産業

廃棄物
指定業者との契約取り交わし

〇
収集運搬、処分の委託基準 （マニュフェスト）

〇振動規制法 振動の規制基準 所在地より指定区域外
悪臭防止法 悪臭の規制基準の遵守 行政に届出済み

1回/年実施済
化学物質の不使用

消防法

指定可燃物の扱い 消防署に届け済み

〇
防火管理者の選任 代表取締役 徳永敏彦
消防、防火設備の設置、点検 根津防災による点検

労働安全衛生法

安全衛生推進者の選任 天井
クレーン

玉掛け免許

〇
安全衛生委員会の開催と
記録の保存管理
健康診断の実施

十日町市地下水利用
適正化に関する条例

地下水適正利用について 届け出、認可済
〇

（1年/1回）

フロン排出抑制法
簡易点検の実施 簡易点検

〇
（3週/1回）

 関係当局から違反もしくは違反の疑いによる指摘 有 ・ 無 済・未
 近隣及び、関連業者からの異議申し立て、苦情 有 ・ 無 済・未

2023
 違反、指摘、苦情、申し立ての有無 「有」対応

 環境関連法規への違反 有 ・ 無 済・未

8



9.代表者による全体評価と見直し

対象期間 〜 実施日

環境経営方針 要求事項に沿った内容になっていると判断

沿わない事項があれば随時変更、改善

   課題とチャンスが盛り込まれた内容となっていたか？
環境経営目標

特に、灯油使用量削減については大幅に達成
環境経営計画 現状にあった内容と活動となるように

適宜（追加、終了）見直しを行う
環境経営システム 現状内容で年度内の活動を行い、

良い点、問題点を洗い出す
実施体制 現状内容で年度内の活動を行い、

良い点、問題点を洗い出す

【環境法令遵守/評価確認表】より問題なし

【環境法令遵守/評価確認表】より問題なし

全体評価

株式会社 山津電機

代表取締役

□ 有 / ■ 無
環境責任者

代表者

2019年度を基準に2023年度（4⽉〜9⽉）結果確認
□ 有 / ■ 無

環境責任者

目的
エコアクション21の全体活動と取組、環境経営レポートを通しそれを評価し、その結果を以っ
て見直しの検討や実施、必要に応じて指示を行う事を目的とする

2023年4⽉ 2023年9⽉ 2023/10/23

確認項目 評価・見直し 変更の有無 実施責任者

□ 有 / ■ 無
環境責任者

環境関連法規の遵守
状況 □ 有 / ■ 無

環境責任者

□ 有 / ■ 無
環境責任者

□ 有 / ■ 無
全員

より精査し実活動に結び付くもの、数値の適宜見直しを行い、事業を継続する事で環境改善に
貢献できるような体制づくりを目指したい
一般廃棄物の種類や廃棄量特定は難しい状況であるが、独自の基準を設け廃棄量を特定する方法を
模索していく事とする

外部コミュニケー
ション □ 有 / ■ 無

環境責任者

削減項目も全て達成している事もあり経営目標、計画、システム、体制共に有効に機能している
取組開始時は数値達成しやすいと聞いている。活動継続の中で設定した活動内容、目標値等について、

徳永 敏彦
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10.改訂履歴

版 数 承 認 改訂者
初版 社⻑ -

改訂履歴 文書名：環境経営レポート
年⽉日 改訂概要

2023/10/30 新規発行
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